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京都大学における学術情報システムの在り方

学術情報問題調査検討委員会

委員長　　林　　　良　平

　当委員会は，総長の諮問を受けr京都大学における学術情報システムの在り方につ

いて」調査検討しておりましたが，中間答申としての結論を得て，昭和55年10月3日

付で総長に中問答申をいたしました。以下は，その全文であります。

京都大学における学術情報システムの

　　在り方について（中間答申）

昭和55年8月30日
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、本委員会は昭和54年12月に発足し，これまでに

9回にわたる討議の結果，この報告書（中間答申）

を総長に提出することになった・

　第2章における経過説明に述べているとおり，

本委員会設立以前に，既に情報問題懇談会として

5回にわたって自由討議を重ねており，それを受

けて，本委員会の討議がなされたわけである。こ

の委員会は図書館関係者，情報処理機関関係者お

よび情報工学関係者によって構成され，京都大学

の学術情報システムの在り方について審議した。

そしてその確立が必要かつ有効であるとの共通の

認識を得た。しかし，どの時点，どのような範囲

で，どのような仕組みでなされるべぎか慎重な考
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慮を要する問題である。この意味でこの報告書も

或る程度の巾のある内容になっている。研究者お

よび図書館，情報処理機関関係者の立場を充分に

考慮してまとめたつもりであるが，今後，具体化

にあたっては，さらに全学的な検討を侯つべきも

のである。

　本報告書の内容は3章より成り立っており，第

1章では，我が国の学術情報システムについて一

般的に述べている。我が国の状況を理解するため

には，世界の動向にも充分目をひらかなければな

らないことはいうまでもない。しかし，この点に

ついては別途に若干の説明を加える機会を持ちた

いと考えているので本報告書では，その詳細に立

ち入っていないQ

　第2章においては，本学において学術情報シス

テムが，どのようにあるべぎかを追求した。それ

を受けて第3章では，本学における学術情報シス

テムを推進し，維持・管理するために，それを支援

する機関として学術情報システム研究開発センタ

ー（仮称）の設置が必要であることを訴えている。

　このような本学の中での学術情報システムの問

題は，学術情報について全国的システムを目指す

学術審議会のr今後における学術情報システムの

在り方（答申）」（昭和55年1月）をも踏まえて検

討されたわけで，われわれはこのような全国的な

学術情報システムに対して，京都大学の学術情報

システムがそれに寄与し，それによって支援され

るものであると信じている。

1　我が国の学術情報システムの動向

　H学術情報システムの目的と必要性

　近年における学術研究の進歩発展はめざまL

く，これに伴って世界の研究者の数も増加し，研

究によって生産される情報量も飛躍的に増大して

いる○

　情報の爆発的な増大に伴い，その情報の伝達媒

体も多様化し，伝統的な印刷物のほかにマイク

ロ’フィルム，マイクロ・フィッシュ，磁気テー

プ，録音テープ等さまざまに拡がり，情報の形態

も，従来の単行本，雑誌等のほかにテクニカル・

レポート，プリント，二次資料，総説レビュー誌

等多様化してきた。これらの中から研究者がその

研究に関する情報を的確に引きだすことはますま

す困難となってぎている。この問題を解決する方

法として，目録情報・所在情報注①，二次情報注②，

数値情報，図形情報などデータベース化し，これ

を電算機によって検索する情報検索システムが開

発され，これによって研究者は必要な情報を広範

囲に，迅速，正確に引き出すことが可能となった。

　また，商業ベースの大規模な二次情報のデータ

ベースのほかに，個々の研究者，研究グループ，

或は特定分野の研究の過程で畜積される二次情

報，数値情報等もますます増大しつつあると思わ

れるが，これらの情報を研究に役立てるためにデ

ータベース化し，電算機による検索システムを確

立することによって，その育成を図り，利用に供

するように支援する必要が生じてきた。

　以上のように大学における学術情報をめぐる環

境は急速に変化しつつあり，京都大学としても，

この変化に対して的確に対応し，学内の研究教育

活動を支援するためには，全学的に調整された学

術情報システムを確立することが必要となってき

た0

　1－2学術審議会の答申と今後の展開

　コンピューターを使って学術情報を処理する点

における先進国は米国であるが，データ通信技術

の発達とともに，遠隔地からも検索でぎるように

なり，Lockheed社のDIALOG，SDC社の
ORBITのような情報検索システムは多数のデ

ータベースを擁し利用者は遠隔地からTelenet，

Tymnetというデータ通信回線を通じて何時で

も即座に情報検索ができるようになっている。ま

た，目録情報・所在情報についてもOCLC
（Ohio　College　Library　Center）注③では米国

議会図書館の目録のLC－MARC注④をデータベ

ースとし，利用館は遠隔地からこのデータベース

を検索し，もし該当する目録デ」タが検索さ．れれ

ば，これを自館の目録データとして利用し，検索

されない分についてだけ自館の端末機から入力す

ることによって補充する方法をとっている。これ

によって目録業務について機械化され，また標準

化も行われ，その結果省力化に役立っている。
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　我が国では，日本科学技術情報センターが，昭和、

44年に打ち出されたNIST（National　Informa．

tionSystemforScienceandTechnology）構
想を受けて」OISσICST　On－line　Infbrmation

System）を完成し，1976年から公衆回線を通じ

て，全国各地から医学文献，化学文献等のデー

タベースが検索できるようになった。大学関係で

は，昭和48年に学術審議会・情報分科会からr学

術情報流通体制の改善について（答申）」が答申

され，我が国の大学図書館を中心とする学術情報

流通体制の基本的な方向が打ち出された。これを

受けて，昭和49年には大学図書館改善協議会相互

協力専門部会・機械化専門部会によって報告書が

提出され，その具体的システムの在り方が示され

た。このような経緯を経て学術審議会は，昭和53

年4月，その学術情報資料分科会に学術情報部会

を設け，我が国における学術情報流通体制の在り

方について審議を重ねてきた。同年11月には，文

部大臣からr今後における学術情報システムの在

り方について」の諮問を受け，同部会で引ぎつづ

き集中的に審議検討を行い，昭和54年6月中間報

告を発表した。この中間報告に対し，国公私立大

学をはじめ関係機関から寄せられた意見について

更に検討を加え，昭和55年1月最終的にr今後に

おけ・る学術情報システムの在り方について（答

申）」を発表した。

　この答申の基本的な考え方は，資源共有の理念

に基づぎ，既存の各大学等の諸機関において蓄積

されてきた各種の情報資源の有効な相互利用を前

提とし，電算機と通信技術を駆使して，各機関を

結び，全国的なネットワークを構築することであ

るo

　その基本的な方策は，①一次情報注⑤の収集・

提供機能の充実，②情報検索システムの確立，

③我が国固有のデータベースの形成の促進となっ

ている。①については，一元的な一次情報の全国

センターを新たに設置するのは効率的でなく，む

しろ既存の大学図書館等の機能の充実と再編成を

行い，さらにそれを結ぶ全国的なネットワークを

構成し，これにより相互利用を促進し，情報資源

の有効な活用を図ることにしている。②について

は，全国的な学術情報システムの中枢となる機関

とLての全国的なセンター注⑥を設け，そこにお

いて各機関との連絡・調整，計画，研究開発，集

中化すべきデータベースの管理・運用の機能を果

すこととしている。さらにこのセンターを中心に

学術情報ネットワークの結節点（ノード）として

は，七つの大型計算機センターほか幾つかの共同

利用機関等がこれにあたる。この結節点としての

機関は特定専門領域のデータベースの形成に便宜

を与え，その管理・運用を行う。さらに，これは

中枢の全国的なセンターおよび他の結節点として

の機関への橋渡しの役目を果し，学術情報ネット

ワークにおいて重要な役割を担うものとしてい

る。また，この学術情報システムと利用者との媒

介の役割を果す窓口またはターミナルの機能を果

すのが大学図書館となっている。この情報検索シ

ステムの確立としては，機械可読目録（MARC二

M軍hine　Readable　Cataloging）を基礎にし

て，目録情報・所在情報の形成が必要である。そ

してこのデータベースと各大学図書館に設置され

る端末機を結ぶオンライン目録シヌテムにより，

目録業務を標準化・能率化し，各大学図書館が共

同Lて，分担目録作業を行うことにより，図書館

間における資料の相互利用を促進することが可能

であるとしている。③については，現在，情報検

索に使用されているデータベースは，その大部分

が米国で生産されだもので，若干のものが西欧で

生産されているに過ぎない。しかし，我が国にも

その学術研究の動向に即応した固有の情報の需要

があり，我が国自身による優れた学術情報の形成

も要求されてくる。それなくしては国際的な学術

情報交換の場において，この方面の先進国との対

等な地位を保持し，効果的な交流をすすめること

は困難となるとしている。

　以上のように電算機と通信技術を使用する学術

情報流通システムによる全国的規模のネットワー

クが構築されようとしており，各大学における学

術情報流通の在り方も大きな変革を迫まられるも

のと考えられる。

　1－3諸大学等の動向

　学術審議会の答申にある新しい学術情報システ
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ムの先駆的，試行的な情報検索システムの開発と臼

しては，昭和50年7月から東京大学大型計算機セ

ンターにおいて我が国はじめてのオンライン情報

検索の実験的サービスを全国の大学等の研究者に

に提供した。この検索システムはTOOL－IR

（Tokyo　University　On－Line　Information

Retr∫eval　System）と呼ばれ，現在，CA－SEA

RCH等五つのデータベースを持ち，公衆回線を

通じて全国の大学研究者の利用に供している。筑

波大学では，その学術情報処理センターにおい

て，IDEAS（lnteractive　Database　Easy　Acce－

ssing　System）と呼ばれる情報検索システムによ

り20以上のデータベースのオンライン情報検索サ

ービスを学内外の大学研究者に提供している。特

にここでは，商業ベースの二次情報のデータベー

スのほかに図書目録のデータベースであるLC－

MARc（米国），UK－MARC（英国），Japan－

MA：RC（日本）の如く，各国の国立図書館で作

成される機械可読目録　（MARC）のデータベー

スを導入し，図書館の目録作業に寄与できるオン

ライン目録システムの開発をすすめている。一

方，この附属図書館では，この学術情報処理セン

ターの機械可読目録のデータベースと結び，受入

業務，閲覧業務，雑誌業務，目録業務を一括して

処理するトータル・システムとしてのTULIPS

（Tsukuレa　University　Library　Information

Processing　System）の開発をすすめており，既

にその一部が稼動している。広島大学では，その

計算機センターにおいて　HUNDRED　（Hiro－

shima　University　New　Document　Retrieval

and　Dissemination）と呼ばれる情報検索シス

テムを開発し，BIOSIS　Previews等二つのデー

タベースについてSDI（Selective　Dissemina－

tion　of　Infbrmation）注⑦サービスを学内の研

究者におこなっている。また，附属図書館では

HUMAR．C　（Hiroshima　University　MARC

System）という図書目録システムを開発してい

るo

　名古屋大学では，大型計算機センターにおいて

N－KWICと呼ばれる情報検索システムによっ

て，主に大学内で作成された特定分野のデータベ

一スの形成およびオンライン情報検索サービスを

行っている。

　大阪大学では，その大型計算機センターにおい

て，INq（lnformation　Qluery）という情報検

索システムにより，蛋白質結晶構造データのデー

タベースのPROTEIN－DBのオンライン情報
検索サービスを行っている。

　京都大学においても，大型計算機センターにお

いて，FAIRS（FACOM　Advanced　Infbrma－

tion　Retrieval　System）と呼ばれる情報検索

システムにより，INSPEC注⑧等六つのデータ

ベースのオソライン情報検索サービスを公衆回線

を通じて全国の研究者の利用に供している。この

ほかに附属図書館の参加のもとに：LC－MARC，

Japan－MARCのデータベースを使用し，オンラ

イン図書目録システムの研究開発を試行的にすす

めており，また，人文科学研究所で作成した明代

人名録などのデータベース化についても実験をす

すめている。

　大学以外では，日本科学技術情報センターが

」OISと呼ばれる情報検索システムを開発し，

1976年より，MEDLARS等六つのデータベース

のオンライン情報検索サービスを全国の企業，大

学等の研究者に対して提供している。このほかに

紀伊国屋書店および丸善書店が仲介して，米国の

Lockheed．社の　DIALOGおよびSDC社の

ORBITなどのデータベースをKDD（国際電
信電話株式会社）のデータ通信回線を通じて直接

オンライン検索するサービスを提供している。

2　京都大学における学術情報システムの在り方

　2司学術情報問題調査検討委員会での検討

　このような情勢下にあって，広大な学問領域に

わたる研究を遂行している京都大学としても，大

学自体として学術情報の問題に対応すべき時期が

到来している。しかL，今日の全国的な動きの中

にあっては，みずからそれを積極的に研究開発す

るのみならず，全国的規模の学術情報システムに

おける京都大学の役割を明確にし，単に京都大学

の学内における学術研究推進のためならず，広く

全国的な学術情報システムの一翼をも担うことが
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期待されていると考えられる。そこで京都大学に

おける学術情報システム化に関心を持つ者が，ま

ず懇談を重ね，以上のような問題点について自由

に討議することが有意義であると考え，岡本前総

長に了解を得て，昭和55年5月24日以来数次の懇

談会を開いた注⑨。この結果，自由討議にとどま

らず，全学的な検討を要請する検討資料を作成す

ることが意義多いものと考えるに至った。ここに

至った経緯について次に述べておぎたい。

　第1回から第3回までは，図書館業務の機械化

および各種のデータベースの情報検索について，

京都大学および他の大学の現状を分析し，今後の

方向および要員・電算機の確保等の問題を検討し

た。昭和54年9月18日の第4回の会合で岡本総長

からこの問題を検討する正式な委員会を発足させ

るために，委員会の性格および検討の内容につい

て明らかにするよう依頬があった・これを受けて

第5回の会合で，①目録情報・所在情報の形成を

中心とする図書館業務の機械化，②情報検索シス

テムの確立の二点について問題点の指摘およびそ

の検討のための委員会の在り方について討議され

た。そこで林座長から総長にこのような検討の

ための委員会を設置されたい旨の申し出をレたQ

I総長は部局長会議に諮った上，別記注⑩の如ぎ委

員会を設け，学術情報問題調査検討委員会要項の

第1項に示すような目的で審議する方針をとられ

た。その結果，r学術情報問題調査検討委員会（昭

和54年12月4日付）」が正式に発足した。

　昭和54年12月20日に第1回の会合が開かれ，林

附属図書館長が委員長に選出された。

　以後，昭和55年8月30日の第9回の会合に至る

まで，①目録情報・所在情報を中心とする図書館

業務の機械化システム，②文献情報注⑪，数値情

報・図形情報等の情報検索システムについて学術

審議会で検討されている全国的規模の学術情報シ

ステムの中での位置付け，学内における位置付

け，技術的問題，経費，要員の養成，システムの

開発・維持の問題，担当組織の在り方，大型計算

機センターおよび附属図書館との関係，今後の具

体的なすすめ方等について検討し，併せて上記

①，②を研究・開発および維持するためのr京都

大学学術情報システム研究開発センター（仮称）」

の設置の必要性およびその具体的な在り方につい’

ても検討を重ねた。

　2－2京都大学学術情報システムの機能と構成に

　　　ついて

　　2－2－1大学における学術情報システムの性格

　学術情報システムは，学術審議会の答申に示さ

れている通り，学術研究活動の諸過程で必要とさ

れる各種の情報を的確かつ効率的に利用者に提供

しようとするものであるが，そのための条件とし

て，①学術情報に関する必要な機能が有機的に結

合し，一つの総合化されたシステムとして組み立

てられること，②資源共有の考え方に十分理解を

示して構成すること，③学術研究に取組む研究者

にとつて最適をめざしたシスデムであることなど

が，必要である。

　本学の学術情報問題調査検討委員会における前

節のような検討の結果，京都大学学術情報システ

ムには，これらのほか，さらに次のことも必要で

あることが明らかにされた。

　（1）本学の学術情報システムとしては京都大学

の研究を支援するものであり，しかもそれ自体統

一的，統合的でなければならない。

図書館，大型計算機センターおよび利用者として

の研究者とが，統一的な考え方の下に統合されて

学術情報システムを構成する必要があるが，それ

は同時に京都大学の研究環墳の特色をシステムに

反映でぎることを意味する。

　（2）全国的な学術情報システムに整合し，その

サブシステムとしての役割と機能をも併せもたな

ければならない。

　学術審議会の全国的なシステムの構成におい

て，学術情報ネットワークの結節点として，各大

学の図書館，大型計算機センターにそれぞれの役

割が与えられており，本学のシステムはそれを果

すことにより全国的ネットワークに寄与するもの

である。

　（3）システムの研究・開発および運用・維持に

おいて中枢としての全国的なセンターの機能を補

完し，相補うものである必要がある。

　学術審議会の答申によれば，全国的なセンター
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はネットワーク内の各機関との連絡・調整，計画，

研究・開発，集中化すべきデータベースの管理・

運用，および教育・訓練などの機能を果すことが

示されている。しかし，システムの研究・開発お

よび運用・維持について，そのすべてをこのセン

ターが遂行することは困難であろうし，そこにお

のずから地域的な結節点や各大学で行うべきこと

も多いと思われる。その意味で，京都大学として

全国的なセンターの機能を補い，分担する役割は

極めて重要なものがある。

　　2乏一2対象となる学術情報

　学術研究に必要な情報には，まず一次情報があ

り，これには図書，学術雑誌，学位論文，テクニ

カル・レポート，学会報文集，特許文献，調査報

告書，官公庁などの統計データ集などがあるが，

このほかに歴史的文書，地図，実験・観測データ

なども含められる。これら一次情報の取得・利用

を容易にするために一次情報を加工・集約した目

録，索引，抄録等の二次情報，さらに一次情報を

総合・濃縮・再編成を行った総説レビュー誌等の

三次情報もある。その情報媒体も印刷物だけでな

く，マイク・・フィッシュなどのマイク・形態，

磁気テープなどの機械可読の形態もある。

　学術情報システムは一応これらすべてを対象と

考えているものであるが，コンピュータ処理の対

象としては，可能な緊急を要するものから次第に

その範囲を拡大するものと考えられる。ここで京

都大学のシステムの対象はどのようになるかにつ

いて考えてみたい。

　一次情報の取得・提供は学術情報システムの基

礎となるものであるが，外国雑誌については，幾

つかの専門領域について既存の大学図書館の中か

ら拠点図書館が指定され，その収集および提供サ

ービスについて整備が図られている。また，この

ような計画されたもの以外については，各大学の

研究の過程で必要なものが独自に収集され，利用

されている。これらの一次情報が効率よく利用者

に提供されるためには，まず，その発注，受入か

ら貸出し，複写に至るまでの図書館のいわゆるハ

ウスキーピング（日常）業務の厳格・適正な管理

と利用者に対するサービスが行われる必要があ

り，これらの業務を通じて，一次情報を検索する

ための目録が整備・維持され，それによって目録

情報・所在情報が迅速に提供されることが必要で

ある。

　二次情報のうち，目録情報は最も基本となるも

のであるが，LC－MARC，uKMARc，Japan－
MARCなど各国の国立図書館で作成され，機械

処理可能な形で一般に提供されている目録データ

を利用し，これらをデータベースとして形成する

ことができる。全国的なセンターでは，これを

集中的に維持・管理し，オンラインで全国の大学

図書館の利用に供する計画と思われるが，全国の

大学図書館からの目録の検索更新は膨大な量とな

り，特に所在情報や検索されない目録データなど

各大学図書館からその端末機を通じて・一カルに

入力すべきデータ量も多く，また，その通信費も

莫大なものとなることが予想される。この目録作

業による目録情報・所在情報の形成は，単に集中

化するのではなく，その用途に応じて近時の分散

化技術の適用をはかって，各大学のサブシステム

による効率的な活用をはかり，全国的なシステム

としての効率化，経済化を行うことが必要と考え

られる。

　他の二次情報のうち，索引，抄録などは，既存

に多くの学術分野に対して多くの機関においてデ

ータベース化が行われ，商業ベースによって頒布

されているものもあり，それらを利用した情報

検索システムも各所で開発・実用化されている。

既にデータベースが形成されているものについて

一は，その情報検索システム化とデータベースの維

持・管理は基本的には全国的なセンターで行われ

るとしても，今後各分野の特色あるデータベース

の開発・形成およびその情報検索システムについ

ては，各大学のサブシステムにまかされるべき所

が多いと思われる。

　以上のような文献情報のほかに，研究者の研究

過程から形成された数値情報，図形情報など各種

の特定分野のデータベースがある。こ塾らの，歩

察べ一スρ開発鱗当然研穽煮』主♀工準進芦塾る

必要があるが，その利用サービスおよび維持・管

理についても，当面研究者によらなければならな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叫紬
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いことが多く，京都大学のシステみはそれをサポ

ートするものでなければならない。　＼

　　2－2－3システムの機能と構成

　本学におけるシステムの機能と全国的システム

との関係をどう位置付けるべきかは，今後さらに

深く探求すべぎ重要な検討事項であるが，本学の

システムとして，おおよそ次のようになるであろ

う。

（1）一次清報の収集・提供機能

　これは先述の答申に示されている通り，既存の

大学の図書館の整備・充実により全国的ネットワ

ークを形成する。そこで，大学では図書・学術雑

誌などの一次情報の組織的な収集と共に，これに

伴うハウスキーピング業務のコンピューター処理

を行い，また，これらの一次情報の目録としての

目録情報・所在情報のデータベースの管理によ

り，情報提供機能の迅速化，効率化を図る。複写

をはじめ一次情報を直接提供する諸設備の整備も

当然必要である。

　ここで形成される目録情報・所在情報は，京都

大学内部での利用のほか，中枢としての全国的な

センターに送り，全国的なデータベースの形成に

寄与する。

（2〉情報検索機能

　目録情報・所在情報の維持・管理と検索機能，

各種文献データベースおよび研究者の作成する特

定分野のデータベースの維持・管理と検索機能

は，学術情報システムの中心的機能である。京都

大学のシステムは，京都大学が独自に形成した各

種データベースおよびその他のデータベースを保

有し，学内の研究者に対して，端末装置による利

用に供するだけでなく，全国的システムのネット

ワークにより全国的サービスも行う。目録情報・

所在惰報のデータベースも全国的センターにおか

れると共に必要な部分は京都大学におかれ，検索・

利用に供せられる必要がある。

（3）データベースの形成とその維持・管理の機能

　商業ベースにより一般的に流通している学術情

報データベースのうち集中化した方が効率的であ

るものは，全国的なセンターで維持・管理される

べきであろうが，各大学で維持・管理すべきもの

もあるであろう。のみならず，学術研究上，必要

に応じて形成されるそれぞれの特定分野のデータ

ベースは，研究活動と直結してのみ形成されうる

ものであり，大学や研究機関が積極的にその形成

を推進しなければならない。その意味で京都大学

の学術情報システムは，データベースの形成に必

要な機能と設備を提供する必要があり，これには

主として大型計算機センターと協力してすすめる

必要がある。

　データベースは一度形成されても永久不変のも

のでなく，常時変化し，成長していくものである

から，その維持・管理には多大の労力を必要とす

るだけでなく，専門分野の知識も必要である。す

べてのデータベースについてこれを全国的なセン

ターで行うことは実際的でなく，大学のサブシス

テムに負うところは大きいと思われる。

（4）ネットワークによる情報流通機構

　学内の図書館（室），大型計算機センター，研

究室などが具体的にどのように結ばれるかは今後

さらに検討すべき問題であるが，これらがネット

ワークとして有機的に結合し，情報の流通サービ

スを行うと共に全国ネットワークにも結合するQ

このことにより，個々の図書館（室）を超えた広

い範囲の図書館から一次情報・二次情報の提供を

受けることが可能となり，資料収集にあたって

は，図書の無用な重複を避けることができ，効率

的な収書が可能となる。また，各種のデータベー

スの相互利用により，より多くの情報を得ること

ができるようになる。

　以上のような機能を遂行して行くためのシステ

ムの構成はこれからの検討にまつべきであるが，

なお，その考え方を第1図に示すことができる。

（これは物理的な構成を示すものでなく，考え方

を説明的に示すものである。）

　2－3学術情報システムの研究・開発，運用・維

　　持の諸問題

　本システムは京都大学全体の研究にかかわるも

のであり，その成否は将来の研究に大ぎな影響が

ある。そのために，本システムの研究・開発は慎

重に行われなければならないが，一方，全国的な

システムの検討もすすんでいる中で，その開発を
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サポートするためにも，本学の研究・開発の態勢

を早急に整備する必要がある。本システムは，全

国的なセンターは勿論，図書館，大型計算機セン

ターをはじめとし，各方面が関与し，その連絡・

調整が行われなければならず，その研究・開発に

は高度な専門分野の知識と情報システムの技術を

必要とする。また，研究・開発のための作業量は

大きく，したがって，専任の機関がぜひとも必要

である。さらにその性質上，全学の意見を反映さ

せる組織をとらねばならない。

　本システムは開かれたシステムであり，一応，

開発が完了し，運用に入った後も常にシステムは

成長し，変更されて行くものであり，その維持に

は相当な労力が必要である。

　また，研究者の研究の進展にしたがって，シス

テムに新しい機能，設備を要求することも行われ

るようになり，それに対応するために常に新たな

技術的問題の研究も推進されなければならない。

　技術的には，たとえば，一次情報の格納，検

索，出力に多くの問題が残されており，目録情報

をはじめ，各種のデータベースに応ずるデータベ

ース管理システムは現用のものでは不充分で，よ

り高度のものが必要とされており，歴史・文学関

係の分野からは高度の技術的な要求がなされてい

る・特に，情報の入力に関してはさまざまな情報

形態，媒体に対応する研究が必要である。また，

目録情報のデータ構造は他の文献に較べて著しく

複雑であり，その効率的な利用方法の研究も重要

である注⑫。これらは問題のほんの数例にすぎず，

従来以上の研究の強力な推進がなされる必要があ

るQ

3　京都大学学術情報システム研究開発センター

　3－1センターの目的と基本理念

（1）京都大学学術情報システム研究開発センター

　は，学内の附属図書館，大型計算機センター，

　情報処理教育センター，その他各部局の諸機関

　と密接に連絡をとりながら，学術情報システム

　の整備に関し，学内の連絡調整を行い，データ

　ベースの形成を推進し，その維持・管理を支援

　しようとするものである。その主な目的は次の

　とおりである。

　（a）　目録情報・所在情報のデータベースを形成

　する図書目録システムを研究開発し，その維

　持・管理を支援する。それによって図書目録

　　のオンライン検索を可能にし，利用者に対す

　　るサービスを向上させ，さらにハウスキーピ

　　ング業務等の機械化を図り，図書館業務を効

　　率化する。

　（b）学内における自然科学，人文・社会科学に

　　わたる広い研究領域の学術研究上価値の高い

　　独自性のあるデータベースを育成し，維持・

　　管理を支援する。これは京都大学独自のデー

　　タベースのみならず，既成のデータベースの

　　うちでも特に京都大学に置く価値のあるもの

　　を含む。

　（c〉その他学術情報システムに関する研究と技

　　術開発を行い，その実用化を計る。

（2）以上に述べた諸点について，さらに説明を加

　えると

　（a）図書館については，資料を迅速・的確に利

　　用者に提供するためのサービス機能を強化す

　　ることは，ますます強く要請されているが，そ

　　のためには，目録情報・所在情報のデータベ

　　ースを形成しなければならず，そのための研

　　究・開発および維持・管理が必要である。目

　　録情報・所在情報のデータベースが形成され

　　ることによって利用者の検索に資するのみな

　　らず，学内諸部局間の図書相互利用が促進さ

　　れ，図書の効率的な収集に役立つであろう。

　　さらに，これは参考業務および閲覧業務にも

　　稗益するところ大である。もっともこのため

　　には附属図書館をはじめ各部局の図書館（室）

　　の作業の協力が必要であり，或る程度の相互

　　間の業務上の調整が必要となる。同時にこの

　　ようにして形成される目録情報・所在情報を

　　附属図書館に集中的に保持し，その維持・管

　　理については，このセンターが支援するとい

　　う関係も必要である。

　（b）種々の研究領域の学術研究上価値が高く，

　　独自性の高いデータベースを育成するために

　　は，各部局の教室・情報処理部門など適当な
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　　ユーザー側組織がある程度まとまった単位と

　　なり，それにこのセンターが対応することが

　　必要であろう。また，このセンターにはこれ

　　に対応するための研究部門，委員会等の組織

　　が必要である。さらに商業ベースのデータベ

　　ースに関しても問題は同様であろう。これら

　　のデータベースをどのように維持・管理すべ

　　きかは今後検討を要する問題であるが，学内

　　の諸部局の機関の協力が必要である。しか

　　し，これらに対するデータベースシステムの

　　維持・管理は原則としてこのセンターが受け

　　持つことになるであろう。

　（c）情報システムの技術的側面をみると，ソフ

　　トウェァ・ハードウェアの進歩が著しく，進

　　んだデータベースシステム，日本語処理，図

　　形処理，ファクシミリの利用などの研究・開

　　発と学内における実用化が急がれる。

　3－2センターの組織・構成

　　3－2－1センターの位置づけ

　前述の諸目的を達成するたあには，多くの人員

と施設・設備を必要とし，その研究開発を強力に

推進するためには，専任者を必要とする。同時に

学内諸部局の情報処理関係者および附属図書館，

大型計算機センター，情報処理教育センター等の

情報処理機関の協力が必要である。また，このセ

ンターの組織としては，専任者のほかに学内の各

学問分野の研究者の協力による委員会活動を必要

とするであろう。学内情報処理機関のうち，特に

大型計算機センターは，主として科学計算のため

に強大な情報の処理能力および蓄積能力を有して

いるが，さらに上述の目的達成のため諸事情がゆ

るせばこれらの能力を充実することにより学術情

報データベース　システムのハードウェアについ

ては，基本的にはこれに依拠することが適切であ

る。また，これまでに大型計算機センターにおい

て既に推進されてぎた各種データベースの研究・

開発およびその基礎的研究の実績にかんがみ，こ

の大型計算機センターの協力が必要であり，この

ためにはその人員および施設・設備の充実が前提

となるQ

　大型計算機センターでは，その活動をさらに充

実するために新たに研究部門の設置を計画してお

り，①計算機システム研究部門，②数値解析研究

部門，③応用情報処理研究部門（画像情報・数値

情報等）の3部門が考えられている。この研究部

門に対応する委員会活動としては，①計算機シス

テム研究委員会，②数値解析研究委員会，③画

像情報処理研究委員会，④ネットワーク研究委員

会，⑤DBMS研究委員会等が考えられている。

また，これらの研究開発活動とその成果を具体的

に運用・維持する技術室も計画されており，その

中に①運用管理掛，②システム管理掛，③応用シ

ステム掛の3掛が考えられている。このように大

型計算機センターでは，電算機システム自体に関

する研究，科学計算に関する研究，画嫁情報・数

値情報等に関する研究開発を目指している。さら

に学術審議会の答申には，全国的な学術情報シス

テムの結節点としてデータベースの形成やその形

成に便宣を供与するほか，特殊専門領域のデータ

ベースの保管・運用の機能を果すことが期待され

ており，この方面においても重要な役割を果すこ

とが必要となるであろう。

　これに対して本学の学術情報システム研究開発

センターは，まず本学における文献の一次情報に

到達するための道具としての目録情報・所在情報

およびその他の二次情報を含む書誌情報注⑬全般

を扱うものでなくてはならないo

　本センターは大型計算機センターの電算機シス

テムに依拠して運営されるが本センター固有の業

務遂行のためには大型計算機センターに対するデ

ータステーションを持たねばならない。書誌情報

に関しては，京都大学に置くことが相応しい一般

および特殊データベースの開発と図書館情報シス

テムの開発を行う。この開発にあたっては全国シ

ステムおよび全国的なセンターとの連絡・調整を

緊密にする。本センターが具体的にどのように機

能するかを述べると次のようになる。

　学内の研究者および研究機関等が書誌情報に関

する特定のデータベースの形成およびその検索シ

ステムの開発を行う場合，それに該当する本セン

ターの開発委員会に参加し，その研究部門の主導

の下に研究・開発を進める。その開発の成果を動
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かすハードウェアは，基本的には大型計算機セン

ターのそれに依拠し，データベース　システムの

維持・管理は，原則としてこの研究開発センター

が受け持つが，データの内容に関する維持・管理は

関係する研究者および研究機関等の管轄となる。

　図書館は，図書の受入業務，目録業務，貸出業

務および雑誌業務を扱う図書館情報処理システム

を開発しなければならないが，この処理の性格

は，処理の内容およびデータの蓄積量等，科学計

算を主体としてきた大型計算機センターの従来の

処理とは，著しく異っている。したがって，函書

館情報処理システム年関しては，木型計算機シス

テムを共用することは，かならずしも効率的でな

いので，附属図書館に専用の電算機システムを必

要とする。この図書館情報処理システムの開発に

あたっては，その特殊性にかんがみ，図書館側の

積種酌な参加の下に，本センターの開発委員会で

開発ずξヒとになるが，その運用・維持は附属図

書館の管轄となる。また，専用の電算機を保持し

ている部局についても図書館と同様のことがいえ

るo

　このようにして，このセンターで開発された書

誌情報に関する，システムは，それがどの電算機シ

不テムで運用されるとしても，学内の共同利用に

供せられる可能性が生ずる。

　　3－2－2センターの組織・構成（試案）

　本センターは，全学の代表者から構成される協

議員会を最高決議機関とし，センター長はそれを

受けて，運営委員会に諮って具体的に事業を施行

する。この下に研究部門，開発部門，運用維持部

門の3部門を持ち，これに事務部が加わる。各部

門は次のような業務を行う。

1　研究部門（常置）

　①書誌情報処理研究部門

　　　下記の如く，入力方法，各国語の文字処

　　理，記憶方法，データ構造，データベースの

　　結合，データ圧縮，出力方法，目録規則等，

　　書誌情報に関する基礎的な研究を行う。

　　　入力関係：入力方法（OCR，音声，その

　　　　他），文字（各種外国語文字，漢字等），

　　　　入力装置（ターミナル機能），高密度記

　　　憶装置

　　処理関係：データ構造（国際標準），典拠フ

　　　ァイル等各種データベースの結合，デー

　　　タ圧縮（メモリーの節約），　オンライン

　　　機能，検索方式，目録情報の機械排列

　　出力関係二出力形態（カード，冊子，

　　　COM），出力装置（ターミナル機能）

　　文献分析関係：主題分析（件名標目表，分

　　　類表），書誌分析（目録規則，国際標準）

　　応用：人文・社会科学における書誌情報処

　　　理の問題

②　書誌情報システム研究部門

　　①の研究に立脚した具体的な書誌情報シス

　テムの研究を行う。検索システム，DBMS，

　viewサポート，データ構造，ネットワーク

　等の研究もこの中に入る。

H　開発部門一開発委員会

　心要に応じて委員会を設置し，当初は次の開

発を行う。

①一般学術情報データベース開発グループ

　　商業ベースの一般学術情報データベースの

　　うち，特に京都大学に置くことが望ましいも

　のの検索システム等の開発を行う。

②　特殊学術情報データベース開発グループ

　　京都大学における特定分野の研究の過程で

　形成される書誌情報のデータベースの形成お

　、よびその検索システム等の開発を行う。

③　図書館日常業務処理システム開発グループ

　　図書館の受入業務，貸出業務，雑誌業務の

　電算機処理システムを開発する。

④　目録情報・所在情報データベース開発グル

　ープ
　　図書館の目録業務については．，全国的なセ

　　ンターにおいてその基本的なシステムが確立

　されると思われるが，それを補完するものと

　　しての本学の目録情報・所在情報システムの

　開発を行う。

⑤　書誌情報入力処理方式開発グループ

　　書誌情報のデータベースの形成にあたっ

　て，最も困難な問題はその入力作業である

　が，漢字および特殊文字を含め，効率的な入
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　　力方法を開発する。

　⑥　学内ネットワークシステム開発グループ

　　　図書館の受入，目録，貸出，雑誌等の業務

　　のような処理システムは学内の各部局図書室

　　に設置される端末機と結んでネットワークを
）
　　形成する必要があるが，その効率的なネット

　　ワークシステムを開発する。

皿　運用・維持部門（常置）

　①書誌情報データベース運用・維持部門

　　　開発委員会で開発された書誌情報システム

　　を必要な場合実際に運用・維持し，同時にそ

　　の効率的な運用・利用方式の開発も行う。

　②　学術情報システム普及活動部門

　　　書誌情報データベースの形成のための窓口

　　となり，その相談にのり，開発委員会への橋

　　渡しの役割を果す。また，既に開発された書

　　誌情報システムの利用に関してPR活動等を

　　行う。

　③　学術情報システム教育・訓練活動部門

　　　既に開発された書誌情報システムの利用お

　　よび維持・管理についての教育・訓練を行

　　う。

　上述の3部門のうち，研究部門は，その本来の

研究を進める一方，開発委員会のメンバーとな

り，センター専任の係員および各分野の専門家と

しての研究者と共に開発に加わり，その主導的な

役割を果し，運用・維持部門も当初は開発に参加

し，システムの運用に至って，運用・維持の業務

へと移行する。

　第2図には示されていないが，このほか全国的

なセンターあるいは全国システムとの連絡・調整

という重要な業務も行われなくてはならない。ま

た，本センターは，附属図書館，大型計算機セン

ターと密接な関係をもつが，それらとは独立的な

組織であり，全国的システム開発の京都大学とし

ての受皿の役割をも果すことになる。開発委員会

に関しては，学内の特に関連の深い分野の専門家

および情報処理専門家・図書館職員等の情報関係

者の積極的な参加が期待される。

3－2－3地域内大学との関係

　以上に述べたように本センターは京都大学学術

情報システム研究開発センター（仮称）という名

称の下に一応学内共同利用施設として位置付け

た。しかL，このよう、な施設を各大学毎に持つこ

とは不可能であり，たとえ可能としても非効率で

あると思われるので，全国的な範囲での学術情報

システムの開発活動の中の一環として位置付けを

し，全国システムでの地域的または事項別の役割

分担をする共同利用施設とすることが望ましいと

考えられる・但し，この場合，開発のための協力

体制の在り方，及び開発後のシステム運用にあた

っての大型計算機センター使用料等の費用負担の

問題もあり，今後の検討課題として残される。

注

①　目録清報・所在情報

　　目録情報は，図書館および図書館群の蔵書の

　記録であり，その記録は個々の図書や雑誌等を

　各々区別できるよう一定の規則に従って記述さ

　れる。

　　所在情報は，特定の図書や雑誌等の所蔵箇所

　などを示す情報であり，通常，図書や雑誌等の

　目録情報と結び付けて利用される。

②二次情報
　　図書や雑誌論文等の文献の内容である一次情

　報の取得・利用を容易にするためにこれを加工

　し，集約した目録，索引，抄録等の内容。

③OCLC（OhioCollegeLibraryCenter）
　　世界最初にオンライン目録システムを開発し

　ており，参加館から参加費を徴収する独立採算

　制による非営利団体。現在，その職員数は300

　人に達し，このシステムに接続する参加館の端

　末機の総数は約3，000であり，館種を問わず全米

　各地の図書館がこれに参加し，一大ネットワー

　クを形成している。現在は目録だけでなく，

　ILL（lnter　Library　Loan）システムも完成

　し，参加館間におけるオンライン相互貸借事務

　が可能となっている・

　④　LC－MARC
　　米国議会図書館（LC：Library　of　Congr－

　ess）が受け入れる図書（欧文）の目録データを機

　械可読目録（Machine　Readable　qataloging）
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　として有料で頒布している機械処理可能な目

　録情報。英国はuK－MARC，日本はJapan－

　MARCを作成している。Japan－MARCは漢
　字モードによって入力されている。

⑤一次情報
　学術の理論または研究の結果を情報の発生者

　から受け手に伝える内容。伝える一次情報が書

　かれたものであれば，それを一次資料と呼ぶ。

⑥　全国的なセンター

　学術審議会の答申の中でr全国的な学術情報

　システムの中の中枢の機関」と述べられている

　もので，①関係諸機関との連絡調整，②システ

　ム全体の運営計画，③集中化すべきデータベー

　スの管理運用，④研究・開発，⑤技術的教育・

　訓練，の機能を果す。

⑦SDI（SelectiveDisseminationoflmfor－

　mation）

　個人または組織単位に情報の範囲を指定する

　質問（質問プ・ファイル）を登録しておき，一

　定の周期で新着情報を計算機を用いて検索し，

　それを質問毎にリストアップして配布するサー

　ビス。逆に過去に遡って検索することを遡及検

　索サービスという。

⑧　京都大学大型計算機センターで利用できるベ

　ータベース
　1．INSPEC　（lnternational　Information

　Service　in　Physics，　Electrotechnologyッ

　Computer　and　Contro1）物理学，電子・電

　気工学，制御工学文献

　2・XDCBIB　　（Crystallographic　Data

　－Center）結晶構造文献

　3．XDCDAT　（Crystallographic　Data
　Center）XDCBIB　の参照番号のもとに，

　その化合物に関する化合式，分子などの特殊

　データ
　4．RIMS（Reserch　Institute　for　Mathema－

　tical　Science）数学，物理学の文献

　5・DESY（Deutsches　Elektronen　Synch－

　rotonen　Hamberg）高エネルギー物理学文

　献
　6．SAO（Smithonian　Astrophysica10bse一

⑨

rvatory）16等星以上の星についてのデータ

情報問題懇談会メンバー

　
羽
野
尾
島
松
野

林
丹
大
長
矢
一
星

附属図書館長

大型計算機センター長

情報処理教育センター長

工学部教授

工学部教授

数理解析研究所教授

大型計算機センター助教授

　学術情報問題調査検討委員会要項

　検索システム及びいわゆる情報検索の学内シ．

　ステムについて調査検討するため，京都大学

　に学術情報問題調査検討委員会（以下r委員

　会」という）を置く。

　ター長，情報処理教育センター長及び総長が

　委嘱する教授又は助教授若干名をもって組織

　する。

　　ころにより選定する。

　（2）委員長は，委員会を招集し，議長となる。

　において処理する。

　営に関し必要な事項は，委員会が定める。

　　　附則
　　この要項は，昭和54年12月4目から実施す

　る○

　上記の要項にもとづき情報問題懇談会のメン

　1　全学ネットワークによる図書の所在情報の

　2　委員会は，附属図書館長，大型計算機セン

　3　委員会に委員長を置き，委員会の定めると

　4　委員会に関する事務は，附属図書館総務課

　5　この要項に定めるもののほか，委員会の運

⑩

　バーが新しく発足した委員会の委員に委嘱され

　た。

　学術情報には研究論文等の一次資料，これら

　を加工し集約した目録，索引，抄録等の二次資

　料，および一次情報を総合し濃縮した総説レビ

　ュー誌等の三次情報があり，更に歴史的な文

　書，官公庁の統計，実験・観測データ等がある

　が，これらを情報の表現形態により分けると，

　文献情報，数値情報，図形情報等となる。

⑫　目録情報の複雑さ

⑪文献情報
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　有史以来世界で作られた書物を区別し，それ

らの中から特定の図書を探し出すことができる

ようにするためには，言語，時代等様々な書物

の差異をも克服できる細かい約束事が必要であ

る。従来のように各図書館毎に目録を作成して

いた時代では，その独自の目録規則で運用でき

たが，MARCを利用するオンライン目録ネッ

トワークの時代になると，全国的に統一された

目録規則が必要となり～全ての図書館を満足さ

せる目録を作成するためには，他の二次情報に

比較してデータ構造が著しく複雑となる。最近

では目録の国際的統一化も進んでおり，一層こ

の傾向を増している。したがってこの目録情報

を有効に利用するためには複雑な処理が必要で

あり，他の関連情報（目録の内容としての著者

　名や主題名の形を管理する典拠ファイル）と目

　録情報の結合は高度な情報処理技術を必要とす

　るo

⑬書誌情報
　　特定の著者または主題についての文献（図書

　および雑誌論文等）リストの内容。目録情報が

　特定の蔵書または，集書に限られた範囲のもの

　であるのに対し，所収の範囲に限りがなく世界

　のいずれに所在するものでも収められる。二次

　情報とおおむね同じ意味であるが，二次情報が

　情報の加工の過程からとらえられているのに対

　し，機能とし亡とらえられており，書誌は伝統

　的な用語である。本報告書では，目録情報・所

　在情報およびその他の二次情報を包含する上位

　概念として用いる。

一13一



ー
一
斜
ー

京
都
大
学
外

他 機 関 　、ぐ、
＼、　　　　、ヤ
　￥＼　　　　　　　　ぐ、
　、＼　　　　　　　　、ぐ、
　　＼＼、　　　　、、、文、

　　　　　一

⊂
＼＼、

　　、

、決、

第1図京都大学学術情報システム概念図

京
都
大
学
内

部 局 部 局

情報処理の内容

L特殊学術情報

附属図書館

情報処理の内容

1．図書館　日　常
　業　 務　 情　 報

2，目録・所在情報

“二二斜

学術情報システム

研究開発センター

研究開発の内容

報
ム
報
ム
務
ム
報
ム

情
情
業
テ
情

術
テ
術
テ
常
饗
テ

学
ス
学
ス
蜘
醗
ス

般
殊
誹
報
録

一
シ
特
シ
図
情
目
シ

ー
　
　

2
　
　

3
　
　

4

「＿徽ンター

研究開発の内容

　
ム

処
艮
テ

幸
習
ス

局
　
シ

図書館情報処理

　シ　ス　テ　ム

1．計算機システム
2．数値情報システム

3．画像情報システム

4．ネットワーク

5．D　　B　M　　S

部 局

h

情報処難の内容

算
報
報

」
1
垂
口
出
目

一
一
言

†
眉

学
値
像

科
数
画

L
2
。
3

大型刮算機システム
　
　
京
都
大
学
内
　
、

劉
」

　　　　　　　　　　　　通信回線によるコンピュータ間の連結
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